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特集

雪
国
に
遅
れ
て
桜
が
咲
い
た
５
月
３
日
。

津
南
町
成
人
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。対
象
と
な
る
人
は
、平
成
元
年
４
月
２
日
か
ら

平
成
２
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
１
３
５
人
。こ
れ
ま
で
夏
に
行
っ
て
き
た
成
人
式
を

全
員
二
十
歳
に
な
る
の
を
待
っ
て
行
う
初
め
て
の
春
の
成
人
式
。

笑
顔
咲
く
成
人
式
の
様
子
を
お
伝
え
し
ま
す
。
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特集

新
し
い
成
人
式
に

　
１
０
９
名
が
参
加

　
ニ
ュ
ー
・
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
津
南
に
桜
が
咲
き

始
め
た
５
月
３
日
。
津
南
町
成
人
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
夏
に
行
わ
れ
て
き
た
成
人
式
は
、

19
歳
と
20
歳
が
混
在
し
て
い
ま
し
た
が
、
昨
年

全
員
二
十
歳
を
迎
え
て
か
ら
成
人
式
を
実
施
す

る
こ
と
に
見
直
さ
れ
ま
し
た
。

　
見
直
し
の
際
に
行
わ
れ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を

踏
ま
え
、新
成
人
に
よ
る
実
行
委
員
会
と
町
公
民

館
が
こ
の
日
の
た
め
に
準
備
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
、
成
人
の
こ
と
ば
を
新
成
人
代
表

と
し
て
林
み
さ
き
さ
ん（
写
真
／
右
上
）と
荒
井

光
さ
ん（
写
真
／
左
上
）
が
述
べ
ま
し
た
。
式
典

の
最
後
に
は
、
中
学
校
時
代（
津
南
中
）
の
学
年

主
任
だ
っ
た
池
田
先
生
が
指
揮
す
る
つ
な
ん
合

唱
隊
が
、
新
成
人
に
３
曲
の
歌
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

し
て
く
れ
ま
し
た
。（
写
真
／
左
下
）
合
唱
隊
の

メ
ン
バ
ー
に
は
新
成
人
の
保
護
者
も
い
て
心
に

響
く
す
ば
ら
し
い
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
に
な
り
ま

し
た
。

　
季
節
が
変
わ
っ
た
こ
と
、会
場
が
変
わ
っ
た
こ

と
、立
食
パ
ー
テ
ィ
ー
を
復
活
さ
せ
た
こ
と
な
ど
、

前
回
の
成
人
式
と
は
大
き
く
様
変
わ
り
し
ま
し
た

が
、だ
れ
に
と
っ
て
も
成
人
式
は
一
度
だ
け
。き
っ

と
思
い
出
に
残
る
一
日
と
な
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
次
ペ
ー
ジ
か
ら
は
、成
人
式
を
終
え
た
新
成
人

の
感
想
と
成
人
式
の
様
子
、恒
例
に
な
り
ま
し
た

新
成
人
全
員
写
真
掲
載
を
お
伝
え
し
ま
す
。
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SNAP
SNAP×

↑上：男性も袴を着る人が増えるかと思いましたが、
ほとんどの参加者はスーツでした。でも袴も
かっこよかったですよ。

→右：着物で思い出の１日に。
↑下：式当日は、大型連休でにぎわうグリーンピア。

着物姿で集まるたくさんの若者にお客さんは、
「なんでこの時期に成人式？」と不思議顔。

↑参加者した女性の服装は、着物 38 人洋服
15人でした。夏の開催時には、浴衣で参加
するかたはいましたが、着物はいませんで
したので着物の大躍進です。
　当日は、暑くも寒くもなくちょうどよい気
候もよかったです。

成人式を終えて
上加用　大関　惇

じゅん

さん
　成人式を迎えるにあたり、私は「成人する」とは何か、

純粋に疑問に思いました。法律上では満 20 歳以上をもっ

て成人と呼びますが、それはあくまで法律上のことでしか

ありません。もちろん、成人式を迎えることで無条件に成

人と呼ぶということでもありません。

　当たり前ですが、成人するということは「大人になると

いうこと」そのものであり、それは自分に責任を持つとい

うことです。自分に責任を持たない人が大人だったら、社

会はどうなるでしょうか。秩序は乱れ、混乱した社会になっ

てしまいます。

　そして自分に覚悟を持つことだと思います。それは人に

よってさまざまですが、どんな苦難を前にしても、自らの

決意を貫き通すことではないかと思います。

　自分の子どもを立派に育てたいと思う心も、偉大な覚悟

です。命を賭して国と秩序を守る警官や自衛官、消防士、

子どもの未来のため、職員としてではなく、一人の大人と

して教え子を導きしかり、励ましてくれる教師もそうです。

　皆さんは今、あるいは近い未来に、自分のあるべき姿の

成人としてこの日本を支える光となっています。

　式を終えた今、私はそう確信しています。

　最後に、ここまで私たちを育み、支えてくださった家族

や先生、そして盛大な成人式を贈ってくださった全ての皆

様に新成人を代表し、心よりお礼を申し上げます。

成人式スナップショット
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特集

↑上：全員成人になるのを待っての成人式。全員
20 歳以上なので立食パーティーにはお酒
も出ました。

↑下：「恩師とお酒を飲みたい」そんなアンケー
ト結果がありましたが、実現できました。

　　　恩師についでもらったビールの味は格別 !!

↑上：式典のあとには、実行委員会による立食
パーティーが開催されました。

↑下：成人式には、3人の中学時代の先生が参加
してくれました。中には、卒業時に成人の
自分宛に書いた手紙を持ってきて手渡す先
生もいました。何が書かれていたのかな？

↑新成人たちに選挙を体験してもらおうと、明る
い選挙推進協議会が模擬選挙を行いました。選
挙には必ず行こう！！
　Ｑ町長選の投票に行きますか？
　　当日投票に行く予定	 41 票
　　期日前投票の予定	 6 票
　　不在者投票の予定	 36 票
　　住所がないので投票できない	 24 票
　　(投票総数108票うち有効投票107無効投票1）

成人式を振り返って
船山　志賀　早紀さん
　私たちの成人式は、例年とは異なり、対象者全員が二十

歳の誕生日を迎えてから行われました。

　例年からすれば、昨年の八月が成人式だったので、待ち

望んでいた人もたくさんいたのではないかと思います。私

もその中の一人です。

　今年の成人式では、式典終了後に立食パーティーを企画

しました。以前実施された成人式対象者アンケートで立食

パーティーを希望する声が多かったことや、式典以外にも

何か思い出をつくりたいという気持ちがあったからです。

　立食パーティーは主に、成人式実行委員で企画を進めてき

ました。久しぶりの再会を楽しめるように、内容については

何度も相談を重ねました。当日は、中学三年時担任の先生か

らも参加していただき、式典とは少し違った雰囲気の中で成

人のお祝いができたことをとてもうれしく思っています。

　成人式を振り返ってみると、最初は時期が変わったこと

に対して戸惑いもありましたが、その分、私にとって思い

出深い成人式となりました。

　成人式の企画・運営をしてくださったかたがた、素敵な

歌声で成人を祝ってくださった津南合唱隊の皆さんにはと

ても感謝しています。

　何年か後に成人式を振り返って、先生や友達と思い出話

ができることを楽しみにしています。
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個人・集合写真は、記念品（写真の額）と合わせてお渡しします。式典

参加者には、連絡ハガキを送りますのでそのハガキを持参し、文化セ

ンターにおいでください。

■お問い合わせ

　津南町教育委員会　生涯学習班　℡ 025-765-3134
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　4月24日に中子集落でオリジナル結婚式が行われました。

池を見わたせる場所に作った式場でたくさんの住民に祝福

されたのは、昨年東京から中子集落に移住してきた原田夫

妻。入籍だけで式をしていないという二人のために集落と

町づくりメンバーがこの結婚式を企画しました。

　原田さんは、池のほとりの古民家に住み、自然農法で農

業に取り組んでいくそうです。

　春の大型連休でにぎわう5月2日にニューグリーンピア津

南で「池越え祭り」が行われました。

　このイベントは、プロスノーボーダーの清水太志さん（田

中）が企画し、スノーボードなどで滑り降りた勢いで全長20

メートルの池を越えるパフォーマンスコンテストです。

　県内外から水着や全身タイツなどで仮装した参加者が、

無事に池を越えたり、落ちたりと春の1日を楽しみました。

　5 月 7 日に全戸世帯に郷土料理集「伝えて残したい旬の

味・昔懐かしい津南のごっつぉ」をお配りしました。

　この料理集は、津南で活動する女性グループのメンバー

が集まり「郷土料理を次世代に伝えるには、今作らなけれ

ば。5 年 10 年先では間に合わない」という強い思いで、3

年もの期間をかけ制作してきました。

　この料理集のほかに、旬の野菜を使った料理、オリジナ

ル料理もふんだんに掲載したレシピ集も発刊されました。

こちらは、1500 円で地域振興課（765-3115）で販売して

います。

 中
なか

子
ご

のあったかウェディング
— 中子集落でオリジナル結婚式 —

 あのオチ。いいよね〜
— 津南の春名物？池越え祭り —

 郷土料理を次の世代に伝えたい
— 津南の料理集発刊 —

↑	無事に池をわたりニッコリ。今年も多くの女性が参加しました。
	　全身びしょ濡れになる参加者が、気持ちよさそう？に見えてきます。

↑	4月16日には、ニューグリーンピア津南で発刊記念式典が行われまし
た。感謝の気持ちを込めて全員着物で出席した作成委員会メンバー。

↑ニンジンジュースでかんぱ～い。とっても幸せそうな二人をたくさん
の町民が祝福しました。結婚、移住おめでとうございます。

Tsunan Event Sketch.

つ　な　ん
まちかど
スケッチ
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◎訂正とお詫び
　津南町議会だより　平成 22 年 4月 20 日発行（№ 178 号）の 4ページ 22 年度の主な事業の「中
学生まで入院通院とも医療費無料」を「中学生まで入院通院とも医療費助成拡大」に訂正してく
ださい。お詫び申し上げます。

あ
な
た
の
耳
は
大
丈
夫
？

町
立
津
南
病
院
耳
鼻
咽
喉
科
外
来　

大
平
喜
代
子

ス
ト
レ
ス
社
会
と
い
わ
れ
て
い
る
現
代
。皆
さ
ん
元
気
に
お

過
ご
し
で
し
ょ
う
か
？

雪
も
解
け
、待
ち
わ
び
た
春
が
や
っ
て
来
ま
し
た
。し
か
し
、

ウ
キ
ウ
キ
す
る
心
と
は
裏
腹
に
、忙
し
い
生
活
の
中
で
無
意
識

の
う
ち
に
ス
ト
レ
ス
・
疲
労
・
不
眠
が
溜
ま
り「
な
ん
だ
か
耳
が

ボ
ー
っ
と
す
る
。」「
耳
が
詰
ま
っ
て
い
る
み
た
い
。」「
急
に
耳
鳴

り
が
し
て
。」「
音
が
響
く
感
じ
が
す
る
。」「
耳
に
水
が
入
っ
た
よ

う
な
感
じ
が
と
れ
な
い
。」な
ど
の
症
状
が
で
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。そ
の
う
ち
に
治
る
だ
ろ
う
な
ん
て
言
わ
ず
、耳
鼻
科
を

受
診
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。も
し
か
し
た
ら
、急
に
聞
こ
え
が

悪
く
な
る
病
気
の
ひ
と
つ
で
、『
突
発
性
難
聴
』か
も
し
れ
ま
せ

ん
。こ
れ
は
、内
耳
性
の
病
気
で
発
症
後
１
～
２
週
間
以
内
に

治
療
を
開
始
し
な
い
と
、聴
力

や
症
状
が
元
に
戻
ら
な
い
確
率

が
高
く
な
る
病
気
で
す
。

耳
鼻
科
と
い
う
所
は
、あ
ま

り
馴
染
み
が
な
い
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、鼻
・
耳
・
の
ど
で「
あ

れ
？
」「
も
し
か
し
て
？
」と
思
っ

た
ら
、ぜ
ひ
一
度
足
を
運
ん
で
み

て
下
さ
い
。

毎
週 

月
・
水
・
金
曜
日
に
診
療

を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

紹介者　桑原幸枝さん（貝坂）

　消雪の遅れに加え、毎日毎日雨ばかり。気温も低く大幅に

農作業が遅れていますが、先を考えると不安になります。例

年でしたら今ごろの食卓にはさまざまな山菜が並ぶもので

すが、今年は春一番早く顔を出す「ふきのとう」を使った一

品です。

＜作り方＞

①まず「ふきのとう」をさっとゆでます。少し茎の伸びたも

のでもかまいません。

②その「ふきのとう」を絞って水切りし、きざんだら、味噌と

マヨネーズで味付けをします。

ふうきんとのみそマヨきんちゃく ③あえた「ふきのとう」を餃子の皮でかわいく包んで油で少

し焦げ目がつく程度に揚げます。

　外はサクッと、中はしっとりでふきの香もふわっとして

おいしいです。もちろん、ふき味噌のままでもよいのですが、

ちょっと一工夫でおつまみにもなりますし、おしゃれな一品

のできあがりです。

　さあこれから山菜の

おいしいシーズンです。

山歩きには、十分注意

して楽しんでください。

＜実施された行事＞
〔４月〕
	 20日	 議会報№178号発行
	 22日	 総文福祉常任委員会
	 	 ・町スポーツ少年団懇談会
	 27日	 議会報告会
	 	（正面、相吉、太田新田、加用）
	 28日	 議会報告会
	 	（羽倉、陣場下、押付、中深見）
	 30日	 産業建設常任委員会
	 	 ・H21年度所管事業成果巡視

〔５月〕
	 ７日	 全員協議会
＜今後予定されている行事＞
〔５月〕
	 25日	 定期監査
	 	 津南病院決算審査　
	 28日	 新潟県議会報研修会（新潟市）
〔６月〕
	 4日	 全員協議会
	 8日	 総文福祉常任委員会
	 	 県内視察（上越方面）

　毎月10日までに100日運動カードを提出いただい

たかたを、このコーナーでご紹介します。（敬称略）

	2900日	 中村チエ子（堂平）
	2200日	 涌井元實（宮野原）
	 	 高橋美佐子（見玉）
	 100日	 櫻澤清子（船山新田
	 	 櫻澤タキ子（船山新田）
主な運動：ウォーキング・テレビ体操・健骨体操他
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県
で
は
、自
分
の
歯
で
食
べ
、健
康
な
生
活
を

営
ん
で
い
る
高
齢
者
を
表
彰
し
ま
す
。

■
応
募
資
格

○
平
成
22
年
４
月
１
日
現
在
、
①
満
70
歳
以
上

80
歳
未
満
の
か
た
、②
満
80
歳
以
上
の
か
た
。

○
昭
和
63
年
か
ら
平
成
16
年
ま
で
の
間
の
受
賞

者（
最
優
秀
賞
、
優
秀
賞
）
は
再
応
募
で
き
ま

す
が
、
平
成
17
年
か
ら
平
成
21
年
ま
で
の
間

の
受
賞
者
に
つ
い
て
は
、
今
回
の
応
募
は
で

き
ま
せ
ん
。

■
応
募
基
準

　
次
の
条
件
を
満
た
す
か
た

１
①
70
～
79
歳
は
喪
失
歯
４
本
以
下
、
②
80
歳

以
上
は
喪
失
歯
８
本
以
下
の
か
た
。た
だ
し
、

親
知
ら
ず
は
除
き
ま
す
。

２
歯
周
疾
患
に
つ
い
て
は
、
歯
が
揺
れ
る
ほ
ど

の
歯
肉
炎
や
歯
周
病
な
ど
の
な
い
か
た
。

■
そ
の
他

町
推
薦
該
当
者
は
、
後
日
歯
科
健
診
な
ど
を

行
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
応
募
締
め
切
り

　
５
月
28
日
㈮

■
応
募
方
法

　

高
齢
者
の
健
康
づ
く
り
の
一
つ
と
し
て
健
骨

体
操
を
普
及
し
て
い
た
だ
く
指
導
者
を
次
の
と

お
り
募
集
し
ま
す
。

■
対
象
者

・
町
内
在
住
の
60
歳
ま
で
の
健
康
な
か
た

・
普
通
車
免
許
保
持
者

・
講
座
終
了
後
は
健
骨
体
操
の
指
導
者
と
し
て

活
躍
し
て
い
た
だ
け
る
か
た

■
内
容

　
健
骨
体
操
の
講
義
と
実
技

■
開
催
時
期

７
月
か
ら
９
月
に
か
け
て
10
回(

５
日
間)
の

講
座
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

■
募
集
締
め
切
り

　
５
月
31
日
㈪

■
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　
福
祉
保
健
課
　
健
康
班

　
℡
７
６
５-

３
１
１
４

　

６
月
１
日
は
、人
権
擁
護
委
員
法
が
施
行
さ

れ
た
日
で
す
。

　

新
潟
県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
で
は「
人
権

擁
護
委
員
の
日
」で
あ
る
６
月
１
日
を
中
心
と

し
て
皆
さ
ん
と
と
も
に
一
層
の
人
権
尊
重
思
想

の
啓
発
に
努
め
ま
す
。

　

津
南
町
に
は
、法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
た

人
権
擁
護
委
員
が
お
り
ま
す
。相
談
は
無
料
で
、

秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

■
相
談
会

　
６
月
９
日
㈬
　
津
南
町
役
場

　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

■
人
権
擁
護
委
員

・
渡
邊
ト
シ（
反
里
口
）℡
７
６
５-

４
２
５
７

・
南
雲
一
郎（
大
割
野
）℡
７
６
５-

２
０
５
０

・
山
田
隆
一（
芦
ケ
崎
）℡
７
６
５-

２
４
２
２

・
髙
橋
芳
子（
十
二
ノ
木
）℡
７
６
５-

１
５
０
１

■
お
問
い
合
わ
せ

　
税
務
町
民
課
町
民
班

　
℡
７
６
５-

３
１
１
１
３

　

厚
生
労
働
省
か
ら
の
依
頼
で
㈳
日
本
オ
ス
ト

ミ
ー
協
会
が
社
会
適
応
訓
練
講
習
会
を
開
催
し

ま
す
。

■
日
時
　
７
月
４
日
㈰

　
　
　
　
午
前
10
時
〜
午
後
２
時
30
分

■
会
場

　
か
も
川
本
館
　
長
岡
市
殿
町
２-

３-

５

■
対
象

　
オ
ス
ト
メ
イ
ト

　（
人
工
肛
門
・
人
口
膀
胱
保
有
者
）

■
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
せ

㈳
日
本
オ
ス
ト
ミ
ー
協
会
へ
電
話
で（
℡

０
２
５-

２
２
９-

７
７
７
５
）
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

福
祉
保
健
課
健
康
班（
℡
７
６
５-

３
１
１
４
）

の
担
当（
半
戸
）ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

湯沢駅前駐車場の予約が
電話でできます

　町営の湯沢駅前駐車場の利用ついては、これ
まで申込書を窓口に提出する方法で予約受付を
しておりましたが、６月１日より電話でも予約
ができます。
　なお、駐車カードの受け取り時に申請書に必
要事項を記入し提出してください。
■予約申込・お問い合わせ
　税務町民課　町民班

　℡765-3113

PICK UP!

い
き
い
き
人
生

　
よ
い
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル

健
骨
指
導
者
養
成
講
座
の

参
加
者
募
集
！

ご
存
じ
で
す
か

　
人
権
擁
護
委
員
制
度

社
会
適
応
訓
練
講
習
会
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新
潟
県
長
岡
労
働
相
談
所
で
は「
休
日
労
働

相
談
会
」を
開
催
し
ま
す
。

　

労
働
に
関
す
る
相
談
に
労
働
基
準
監
督
署
、

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
、社
会
保
険
労
務
士
、社
会
福
祉

士
等
の
専
門
家
が
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
予
約
不
要
、秘
密
は
固
く
守

ら
れ
ま
す
。

■
日
時

　
６
月
19
日
㈯
　
午
後
１
時
〜
４
時
30
分

■
会
場

　
長
岡
地
域
振
興
局
１
階
　
県
民
相
談
室
他

　
（
長
岡
市
四
郎
丸
町
１
７
３
番
地
２
）

■
お
問
い
合
わ
せ

　
長
岡
労
働
相
談
所（
労
働
相
談
専
用
電
話
）

　
℡
０
２
５
８
‐
３
７
‐
６
１
１
０

●
健
康
な
歯
を
育
て
る
生
活
習
慣

　

〜
お
や
つ
の
あ
た
え
方
〜

　
お
や
つ
は「
４
度
目
の
食
事
」
で
す
。
食
事
で

は
と
り
き
れ
な
い
栄
養
を
補
う
つ
も
り
で
、
乳

製
品
や
い
も
類
、
果
物
な
ど
な
る
べ
く
お
菓
子

で
は
な
い
も
の
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
食
べ
た
後
は
歯
磨
き
を
忘
れ
ず
に
、
外
出
な

ど
で
歯
磨
き
が
で
き
な
い
場
合
は
、
せ
め
て
口

要約筆記奉仕員養成講座
（新潟県委託事業）

　この講座は、聴覚障害者のコミュニケーショ
ン手段として、発言内容を要約して文字にする
要約筆記奉仕員を養成すると共に、聴覚障害者
への理解を広め、福祉の向上に資することを目
的に開催されます。

■開催期日(日曜、全６回)

　6月20日、27日、

　7月4日、11日、25日

　８月８日

　午前9:30 ～午後4:00まで、合計32時間

■開催場所

　十日町市総合福祉センター

　（サンクロス十日町）TEL:025-752-0564

■受講資格

満18歳以上で養成講座後も継続して奉仕活動

ができ、県要約筆記奉仕員に登録できるかた。

■講座内容・定員

　・手書きコース：30名程度

　・パソコンコース：10名程度

　※パソコンコースはタッチタイピングがで

き、ノートパソコン(Win98以降)を持参で

きるかた。

■受講料

　無料　ただし、テキスト代・1,050円必要

■申込締切

　6月8日㈫　＊定員超えた場合は抽選。

■申込方法

往復はがきに、①希望コース②郵便番号・住所

③氏名(フリガナ)④電話番号をご記入の上、下

記あて先までお送りください。

■あて先

　〒950-0121　新潟市江南区亀田向陽1-9-1

新潟ふれ愛プラザ内　新潟県聴覚障害者協会

(TEL 025-381-1956　FAX 025-381-4699)

PICK UP!

※
な
お
平
日
も
長
岡
労
働
相
談
所
は
、労
働
に
関

す
る
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。無

料
の
弁
護
士
相
談
も
あ
り
ま
す
。（
予
約
制
）。

■
相
談
時
間

　
月
曜
日
〜
金
曜
日（
休
日
除
く
）

　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

を
ゆ
す
ぐ
だ
け
で
も
違
い
ま
す
。

※
普
段
の
生
活
を
振
り
返
り
、
あ
て
は
ま
る
も

の
に
チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

□
お
や
つ
は
食
べ
る
量
だ
け
器
に
あ
け
ず
、
袋

ご
と
与
え
て
い
る
。

□
お
や
つ
の
時
間
や
場
所
を
決
め
て
い
な
い
。

□
飲
み
物
は
ジ
ュ
ー
ス
が
多
い
。

□
冷
蔵
庫
に
ジ
ュ
ー
ス
が
常
に
入
っ
て
い
る
。

□
ス
ー
パ
ー
な
ど
で
、
子
ど
も
が
欲
し
が
る
お

菓
子
を
買
っ
て
あ
げ
て
い
る
。

□
ご
機
嫌
取
り
や
、
お
と
な
し
く
さ
せ
る
た
め

に
お
菓
子
を
あ
た
え
て
い
る
。

□
食
べ
た
後
、歯
磨
き
や
う
が
い
を
し
て
い
な
い
。

　
チ
ェ
ッ
ク
が
つ
い
た
項
目
は
、
見
直
す
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　
健
康
な
歯
を
育
て
る
た
め
に
は
、
お
や
つ
の

時
間
と
場
所
を
決
め
、
だ
ら
だ
ら
と
食
べ
な
い

よ
う
に
す
る
工
夫
が
必
要
で
す
。
お
父
さ
ん
や

お
母
さ
ん
だ
け
で
な
く
、
家
族
み
ん
な
で
ル
ー

ル
を
決
め
て
協
力
し
あ
い
ま
し
ょ
う
。

　

３
歳
児
健
康
診
査
で
、む
し
歯
の
な
か
っ
た

お
子
さ
ん
は
次
の
か
た
が
た
で
す
。

●
３
月
８
日
実
施

住　

所

氏　

名

割
野
３
区

板
場
　
健
太（
け
ん
た
）

 

割
野
４
区 

小
林
　
あ
ゆ
む

大
割
野
２
‐
６

桑
原
　
永
遠（
と
わ
）

 

大
割
野
５
‐
３ 

風
巻
　
和（
の
ど
か
）

 

美
雪
町

 

村
山
　
日
葵（
ひ
な
た
）

逆
巻

八
重
沢
　
慎（
し
ん
）

赤
沢
13
区 

 

野
田
　
結
愛（
ゆ
あ
） 

小
下
里
22
区

 

渡
邊
　
優
俐
菜（
ゆ
り
な
）

小
下
里
22
区

渡
邊
　
優
柚
菜（
ま
ゆ
な
）

小
下
里
22
区 

大
倉
　
あ
さ
陽（
あ
さ
ひ
）

■
お
問
い
合
わ
せ

　
福
祉
保
健
課
　
健
康
班

　
℡
７
６
５-

３
１
１
４

休
日
労
働
相
談
会
を

開
催
し
ま
す

3
歳
児
健
診
で

　
む
し
歯
の
な
か
っ
た
子
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KOKUHO KOKUHO KOKUHO KOKUHO KOKUHO
 KO

KU
HO
 K
OK
UH
O 
KO

KU
HO 

LETTER国

だ
よ
り

国
保
の
手
続
き
は

　
　
お
済
み
で
す
か
？

春
は
異
動
の
季
節
で
す
。就
職
、進
学
、引
っ
越
し
な
ど
で
、国
民
健
康
保
険
へ
の
加
入
や
脱
退
が
あ

る
場
合
は
手
続
き
が
必
要
で
す
。

自
動
的
に
変
更
は
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
、手
続
き
が
お
済
み
で
な
い
か
た
は
、次
の
書
類
を
お
持
ち
い

た
だ
き
、早
め
に
役
場
窓
口
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
国
保
加
入
者
が
、職
場
の
健
康
保
険

に
加
入
し
た
場
合（
ま
た
は
そ
の
扶

養
に
な
っ
た
場
合
）

・
国
民
健
康
保
険
証

・
新
た
に
加
入
し
た
健
康
保
険
の
保
険
証

　（
ま
た
は
そ
の
加
入
証
明
書
）

・
印
鑑

※
保
険
証
は
、
新
た
に
加
入
し
た
人
全
員
の
分

を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

※
職
場
の
健
康
保
険
に
加
入
し
た
日
か
ら
、
国

民
健
康
保
険
証
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

▼
職
場
の
健
康
保
険
を
脱
退
し
た
場

合（
ま
た
は
そ
の
扶
養
が
外
れ
た
場

合
）

・
職
場
の
健
康
保
険
を
脱
退
し
た
証
明
書

・
印
鑑

▼
国
保
加
入
者
が
、進
学
で
津
南
町
を

離
れ
て
生
活
す
る
場
合

・
学
生
本
人
の
国
民
健
康
保
険
証

・
学
生
証
の
写
し
、ま
た
は
在
学
証
明
書
の
原
本

・
印
鑑

※
津
南
町
以
外
に
住
民
登
録
を
移
す
か
た
は
申

請
く
だ
さ
い
。
学
生
用
の
国
民
健
康
保
険
証

を
交
付
い
た
し
ま
す
。

▼
現
在
、学
生
用
の
国
民
健
康
保
険
証

を
お
持
ち
の
か
た

○
学
生
で
な
く
な
っ
た
場
合

　
非
該
当
届
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
職
場
の
健
康
保
険
に
加
入
し
な
い
場
合
、
住

民
登
録
の
あ
る
市
町
村
で
、
国
民
健
康
保
険

に
加
入
す
る
手
続
き
が
必
要
で
す
。

○
卒
業
後
、別
の
学
校
に
進
学
す
る
な
ど
、引

き
続
き
学
生
で
あ
る
場
合

　
新
し
い
学
校
の
在
学
証
明
書（
原
本
）ま
た

は
学
生
証
の
写
し
を
添
え
て
、
改
め
て
学
生

用
の
国
民
健
康
保
険
証
の
交
付
を
受
け
て
く

だ
さ
い
。

○
現
在
、在
学
中
の
場
合

　
現
在
も
学
生
の
資
格
を
有
し
て
い
る
か
確

認
す
る
た
め
、
今
年
度
の
在
学
証
明
書
を
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。（
今
年
度
、
新
た
に
交
付

さ
れ
た
も
の
を
除
き
、学
生
証
の
写
し
不
可
）

▼
乳
児
や
子
ど
も
の
医
療
受
給
者
証

を
お
持
ち
の
か
た

　
保
険
証
の
内
容
に
変
更
が
あ
っ
た
場
合
、

受
給
者
証
の
手
続
き
も
必
要
で
す
。

　
新
し
い
保
険
証
を
お
持
ち
い
た
だ
き
、
手

続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
手
続
き
は
お
早
め
に

　
手
続
き
が
遅
れ
る
と
、
保
険
料
を
さ
か
の

ぼ
っ
て
納
付
し
た
り
、
保
険
証
が
な
い
こ
と

で
、
医
療
費
を
全
額（
10
割
）
自
己
負
担
し
た

り
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
異
動
が
生
じ
た
ら
、
14
日
以
内
に
届
出
を

し
て
く
だ
さ
い
。

■
手
続
き
場
所

　
税
務
町
民
課（
４
番
窓
口
）

■
お
問
い
合
わ
せ

　
福
祉
保
健
課 

保
険
班
　
℡
７
６
５-

３
１
１
４

平
成
22
年
４
月
か
ら
、“
倒
産
・
解
雇
な
ど

に
よ
る
離
職
”や“
雇
い
止
め
な
ど
に
よ
る

離
職
”を
さ
れ
た
か
た
は
、申
請
に
よ
り
国

民
健
康
保
険
料
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

○
対
象
と
な
る
か
た
は
？

次
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
か
た
が
対
象

と
な
り
ま
す
。

・
平
成
21
年
３
月
31
日
以
降
に
離
職
。 

・
離
職
日
の
時
点
で
65
歳
未
満
。 

・
雇
用
保
険
の
特
定
受
給
資
格
者(

倒

産
・
解
雇
な
ど
に
よ
る
離
職)

ま
た

は
、
特
定
理
由
離
職
者(

雇
い
止
め

な
ど
に
よ
る
離
職)

に
該
当
。 

○
軽
減
額
は
？

軽
減
は
、
前
年
の
給
与
所
得
を
、
そ
の

30
／
100
と
み
な
し
て
行
い
ま
す
。

○
軽
減
期
間
は
？

離
職
日
の
翌
日
の
属
す
る
月
か
ら
離
職

日
の
属
す
る
年
度
の
翌
年
度
末
ま
で
の

期
間
で
す
。

○
軽
減
を
受
け
る
に
は
？

軽
減
を
受
け
る
に
は
申
請
が
必
要
で

す
。
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
、
国
民

健
康
保
険
被
保
険
者
証
、
印
鑑
を
お
持

ち
い
た
だ
き
税
務
班
窓
口
で
申
請
く
だ

さ
い
。

○
申
請
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
津
南
町
役
場
　
税
務
町
民
課
　
税
務
班

　
電
話
番
号
　
７
６
５-

３
１
１
３
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受
動
喫
煙

受
動
喫
煙
と
は
、
た
ば
こ
を
吸
わ
な
い
人

が
、
他
人
の
た
ば
こ
の
煙
を
吸
わ
さ
れ

る
こ
と
を
い
い
ま
す
。

自
分
の
生
活
を
振
り
返
っ
て
み
て
、
家
庭
や

職
場
、公
共
の
場
な
ど
で
、知
ら
ず
知
ら
ず
の
う

ち
に
受
動
喫
煙
を
し
て
い
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
か
？

た
ば
こ
の
煙
に
は
数
千
種
類
の
化
学
物
質
が

含
ま
れ
て
お
り
、
そ
の
中
に
は
毒
性
の
あ
る
も

の
や
発
が
ん
性
の
あ
る
も
の
が
含
ま
れ
て
い
ま

す
。あ
な
た
が
た
ば
こ
を
吸
わ
な
く
て
も
、同
じ

空
間
で
こ
の
煙
を
吸
う
こ
と
で
、
喫
煙
者
と
同

じ
よ
う
に
、
あ
な
た
も
た
ば
こ
の
害
に
さ
ら
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

た
ば
こ
の
害
か
ら
解
放
さ
れ
る
た
め
に
、
ど

う
し
た
ら
受
動
喫
煙
を
な
く
す
こ
と
が
で
き
る

か
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

○
家
庭
で
は
、禁
煙
の
ル
ー
ル
を
つ
く
り
、訪
問

者
に
も
家
の
中
で
は
禁
煙
を
お
願
い
す
る
。

う
ま
く
伝
え
ら
れ
な
い
場
合
は
掲
示
し
て
も

よ
い
。

○
職
場
で
は
、
屋
外
に
喫
煙
場
所
を
設
置
し
て

分
煙
す
る
。費
用
が
か
か
ら
ず
経
済
的
で
、室

内
に
喫
煙
場
所
を
つ
く
る
ス
ペ
ー
ス
が
な
く

て
も
可
能
。

○
レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど
で
は
禁
煙
席
を
選
ぶ
。
喫

煙
を
許
さ
れ
て
い
る
場
で
も
、
煙
が
ひ
ど
い

場
合
は
換
気
を
う
な
が
し
、
煙
が
来
な
い
と

こ
ろ
に
移
動
す
る
。

○
禁
煙
を
始
め
る
人
へ
の
協
力
を
惜
し
ま
な
い
。

励
ま
し
、
た
ば
こ
に
気
持
ち
が
む
か
な
い
よ

う
環
境
を
整
え
る
。

　
ま
た
、喫
煙
者
の
協
力
も
必
要
で
す
。た
ば
こ

を
吸
わ
な
い
人
の
気
持
ち
を
察
し
、
た
ば
こ
を

吸
う
時
は
次
の
こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

○
た
ば
こ
は
喫
煙
コ
ー
ナ
ー
で
吸
う
。

○
火
を
つ
け
る
前
に
、
た
ば
こ
を
吸
っ
て
も
い

い
か
聞
く
。

○
吸
い
終
わ
っ
た
ら
、
煙
が
出
な
く
な
る
ま
で

し
っ
か
り
と
消
す
。

※
喫
煙
の
マ
ナ
ー
が
大
切
で
す
。

平
成
15
年
か
ら
健
康
増
進
法
が
実
施
さ
れ
、

第
25
条
に
は
受
動
喫
煙
の
防
止
義
務
を
定
め
て

い
ま
す
。

町
で
も
、
保
育
園
、
小
・
中
学
校
が
敷
地
内
禁

煙
と
な
り
、役
場
や
文
化
セ
ン
タ
ー
、総
合
セ
ン

タ
ー
な
ど
が
施
設
内
禁
煙
と
な
り
ま
し
た
。

自
分
や
家
族
、
職
場
の
仲
間
が
将
来
健
康
で

い
ら
れ
る
よ
う
、
受
動
喫
煙
の
害
を
な
く
す
よ

う
協
力
し
ま
し
ょ
う
。

我
が
家
は
専
業
農
家

涌
井
町
子
さ
ん
（
相
吉
）

我
が
家
は
専
業
農
家
で
す
。

忙
し
く
な
る
こ
れ
か
ら

は
、
週
一
回
、
食
い
溜
め
が
で

き
れ
ば
…
、
と
り
あ
え
ず
空
腹

を
満
た
せ
れ
ば
と
思
う
こ
と
も

し
ば
し
ば
。

　
我
が
家
は
、
家
族
が
顔
を
合

わ
せ
て
食
事
を
す
る
の
は
夕
食

だ
け
な
の
で
、
成
長
盛
り
の
子

ど
も
の
こ
と
な
ど
考
え
る
と
肉

な
ど
は
お
湯
を
か
け
て
脂
を
少

し
で
も
落
と
し
た
り
、
苦
手
な
骨
の
あ
る
魚

は
好
き
な
カ
レ
ー
味
に
し
た
り
と
頭
を
痛
め

る
日
々
で
す
。

　
ほ
か
に
は
、
調
味
料
は
、
な
る
べ
く
自
然

な
も
の
を
買
う
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
ち
ょ
っ

と
高
く
な
っ
た
り
し
ま
す
が
。

　
調
理
方
法
や
調
味
料
を
工
夫
し
た
り
、
こ

だ
わ
っ
た
り
と
は
言
っ
て
も
こ
れ
か
ら
の
季

節
は
や
は
り
自
家
で
採
れ
る
米
と
野
菜
が
何

よ
り
の
ご
ち
そ
う
で
す
よ
ね
。

　
野
菜
を
作
っ
て
く
れ
る
の
は
祖
母
で
す
が

感
謝
感
謝
で
す
。

今月は

 は〜い
保健師

で〜す

保健師
半戸裕加里

健康づくり健康づくり ア・ラ・カルトア・ラ・カルト
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越
お ち と よ こ

智登代子／文　藤
ふじえだ

枝つう／絵　福音館書店　1,200円（税別）

「あなたの小さかったとき」

　生まれてから今
こんにち

日まで、忘れてしまっていることも含
め、いろいろなことがあったことでしょう。この本はそん
な記憶を思い起こし、思い出を語るきっかけを作ってく
れる一冊です。

成
人
式
を
迎
え
た
皆
さ
ん
、お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。式
の
当
日
は
晴
天
に
恵
ま
れ
、

会
場
で
は
残
雪
と
桜
、新
緑
の
緑
に
も
囲
ま

れ
、良
い
成
人
式
日
和
と
な
り
ま
し
た
。

こ
こ
数
年
、町
の
成
人
式
が
行
わ
れ
た
月
に

は
、皆
さ
ん
の
生
ま
れ
た
年
の
出
来
事
を
町

内・
社
会
と
の
両
面
か
ら
振
り
返
り
内
容
を

載
せ
て
き
ま
し
た
が
、今
年
は
国
民
読
書
年

に
ち
な
み
、二
十
歳
の
は
じ
ま
り
に
お
勧
め

の
本
を
三
冊
ご
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

「
勝
て
る
読
書
」

　
こ
れ
は
、
読
書
案
内
の
本
で
す
。
が
、
堅

苦
し
い
読
書
案
内
と
は
、全
く
無
縁
で
す
。

む
し
ろ
逆
に「
こ
れ
を
読
ま
ず
し
て
ど
う

す
る
!?
」
と
い
っ
た
風
潮
に
異
を
唱
え
る

側
で
す
。
そ
う
い
っ
た
、
本
を
押
し
つ
け

る
、そ
の
不
毛
こ
そ
問
い
た
い
、と
筆
者
は

言
っ
て
い
る
ほ
ど
で
す
。
さ
あ
皆
さ
ん
開

い
て
み
た
く
な
る
で
し
ょ
う
。
大
人
に
も

ぜ
ひ
お
勧
め
で
す
。
読
み
な
れ
な
い
新
し

い
本
と
の
出
会
い
、
新
し
い
自
分
の
発
見

に
も
つ
な
が
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

豊と
よ
ざ
き崎

由ゆ

み美
／
著

「
こ
の
よ
で
い
ち
ば
ん
は
や
い
の
は
」

　
こ
の
世
の
中
で
、一
番
は
や
い
も
の
は
、

皆
さ
ん
な
ん
だ
と
思
い
ま
す
か—

。「
新

幹
線
」、「
飛
行
機
」、「
音
」、
音
よ
り
速
い

も
の「
地
球
が
回
っ
て
い
る
速
さ
」、
地
球

が
回
っ
て
い
る
速
さ
よ
り
も
速
い
も
の
、

「
光
ひ
か
り

」。こ
の
宇
宙
の
中
で
は
、光
よ
り
も
速

い
も
の
は
な
い
と
考
え
ら
れ
て
い
る
そ
う

で
す
。
で
す
が—

そ
の
光
よ
り
も
速
い
も

の
が
あ
る
と
い
い
ま
す
。—

そ
れ
は
、
人

間
が
頭
の
中
に
何
か
を
思
い
浮
か
べ
た
り
、

考
え
た
り
す
る
力
、「
想
像
力
」だ
と
。

ロ
バ
ー
ト
・
フ
ロ
ー
マ
ン
／
原
作

天あ
ま

野の

祐ゆ
う

吉き
ち

／
翻
案

あ
べ
弘ひ
ろ

士し

／
絵

　
　

「
手
紙
屋
」

　
は
じ
め
ま
し
て
、手
紙
屋
で
す
。

　
私
は
、希
望
さ
れ
る
か
た
と
”手
紙
の
や

り
と
り
“を
す
る
こ
と
を
仕
事
と
し
て
い

ま
す
。
お
送
り
す
る
お
手
紙
は
全
部
で
十

通
。そ
の
十
通
の
手
紙
で
、あ
な
た
が
人
生

で
実
現
し
た
い
こ
と
を
実
現
す
る
お
手
伝

い
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
本
文
よ
り
）

喜き

た

が

わ

多
川
泰
や
す
し

／
著

と
し
ょ
し
つ
の
ヒ
ミ
ツ
・
そ
の
②

「
み
ん
な
は
ど
ん
な
本
読
ん
で
る
ん
だ
ろ
う
…
？
」

　「
な
に
か
読
み
た
い
け
れ
ど
、さ
て
ど
ん

な
本
を
読
ん
だ
ら
い
い
ん
だ
ろ
う
…
な
に

か
、お
も
し
ろ
い
本
は
な
い
か
な
あ
」な
ど

と
本
選
び
が
億お
っ
く
う劫
に
な
っ
た
と
き—

そ

ん
な
と
き
は
、
い
い
ヒ
ン
ト
に
な
る
コ
ー

ナ
ー
が
図
書
室
に
あ
る
ん
で
す
。そ
れ
は
、

「
返
却
本
コ
ー
ナ
ー
」で
す
。

　
そ
の
日
返
却
さ
れ
た
本
が
、
返
却
本

コ
ー
ナ
ー
に
置
い
て
あ
り
ま
す
。
こ
の
返

却
本
コ
ー
ナ
ー
か
ら
借
り
る
本
を
全
部
決

め
る
か
た
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
皆
さ

ん
も
、ご
参
考
に
ど
う
ぞ
。

農
委
通

信

ト
ッ
プ
ブ
ラ
ン
ド
を

目
指
す
米
づ
く
り

四
月
初
め
か
ら
の
浸
種
、
催
芽
、
播

種
の
各
作
業
も
順
調
に
推
籾
し

て
、こ
れ
か
ら
は
気
象
条
件
を
見
極
め
た

対
応
が
求
め
ら
れ
る
。特
に
気
温
が
不
安

定
で
過
去
の
冷
夏
の
デ
ー
タ
と
類
似
し

て
い
る
と
の
記
事
が
気
に
掛
か
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。

　
秋
作
業
は
、稲
わ
ら
の
全
量
を
田
へ
す

き
込
み
、同
時
に
津
南
堆
肥
の
使
用
、農

道
畦
畔
は
も
ち
ろ
ん
草
刈
を
基
本
、生
産

履
歴
の
記
帳
、そ
し
て
目
標
収
量
は
、八

俵
半
の
肥
料
設
計
で
実
施
し
た
。

　
魚
沼
米
憲
章
の
序
文
に
、ト
ッ
プ
ブ
ラ

ン
ド
魚
沼
コ
シ
ヒ
カ
リ
の
産
地
と
し
て
、

魚
沼
の
自
然
、
そ
し
て
何
よ
り
も
消
費

者
と
向
き
合
っ
た
米
づ
く
り
を
続
け
る

た
め
、以
下
４
つ
の
取
り
組
み
を
魚
沼
米

に
携
わ
る
も
の
全
て
の
共
通
理
念
と
し

て
掲
げ
、生
産
者
、関
係
団
体
が
一
体
と

な
っ
て
実
践
す
る
と
し
、「
高
品
質
・
良
食

味
米
」の
維
持
向
上
の
た
め
の
十
か
条
や
、

「
安
全
・
安
心
の
米
作
り
」に
向
け
た
五
か

広報ライブラリー
今月の１冊

５月 −皐
さ

月
つ き

−
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短 歌

俳 句

砂
丘

雪
の
上
に
蓬
蓬
と
立
つ
霧
深
く

　
　
彼
方
の
山
際
か
す
か
に
青
し 

関
谷
　
郁
子

子
の
部
屋
の
散
ら
ば
る
物
を
隅
に
ど
け

　
　
わ
ず
か
な
隙
間
を
つ
く
り
床
敷
く
（
東
京
ア
パ
ー
ト
）

 

恩
田
　
久
美
子

「
寝
た
き
り
ゼ
ロ
」
水
中
運
動
に
来
る
人
ら

　
　
水
着
つ
け
れ
ば
年
齢
不
詳 

丸
山
　
直
子

人
の
世
の
大
海
原
に
出
づ
る
ま
で

　
　
胎
児
よ
し
ば
し
微ま

ど

ろ睡
み
て
あ
れ 

小
野
寺
　
恒
代

掛
り
来
し
無
言
電
話
を
訝
し
み
子
の
名

　
　
呼
ば
む
と
思
ひ
て
止と

ど

ま
る 

樋
口
　
康
子

雪
晴
れ
て
苗
場
の
山
脈
目
に
眩
し

　
　
手
を
か
ざ
し
見
る
空
の
果
て
ま
で 

上
村
　
み
な

念
願
の
金
メ
ダ
ル
に
届
か
ず
に

　
　
口く

や惜
し
涙
の
上
村
愛い

と

し
（
バ
ン
ク
ー
バ
ー
冬
期
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
）

 

内
山
　
キ
ク

来
し
方
の
も
ろ
も
ろ
を
記
し
残
し

　
　
お
か
む
わ
れ
の
心
を
子
に
伝
ふ
べ
く 

滝
沢
　
勝
枝

何
事
も
な
く
今
日
一
日
を
過
ご
せ
れ
ば

　
　
よ
ろ
こ
び
と
せ
る
年と

し齢
に
な
り
た
る 

風
巻
　
京
子

早
春
の
ま
だ
草
萌
え
ぬ
田
の
上
を

　
　
ひ
ば
り
つ
た
な
く
上
下
し
て
翔
ぶ 

月
岡
　
ヨ
リ
エ

ち
ひ
ろ
描
く
横
顔
の
絵
の
ご
と
く
し
て

　
　
幼
ら
う
つ
む
き
静
か
に
遊
ぶ 

鈴
木
　
綾
子

五
十
人
の
全
校
児
童
小
さ
き
手
を
合
は
せ

　
　
ア
ー
チ
に
送
り
く
る
る
も
（
芦
ケ
崎
小
学
校
離
任
式
）

 

萩
原
　
光
之

長
生
学
園

明
日
か
ら
は
春
の
お
彼
岸
仏
壇
を

　
　
拭
け
ば
漆
は
艶
増
し
光
る 

滝
沢
　
義
正

春
め
き
て
靄も

や

立
つ
雪
原
白
鷺
の

　
　
低
く
大
き
く
羽
ば
た
き
行
け
り 

柳
沢
　
チ
ヨ

風
渡
る
若
葉
青
葉
の
細
道
を

　
　
緑
に
対
い
我
歩
み
ゆ
く 

福
原
　
ミ
ヨ

春
め
い
て
彼
岸
近
づ
き
花
求
め

　
　
小
豆
こ
と
こ
と
お
は
ぎ
の
仕
度 

富
沢
　
キ
ミ

春
ら
し
き
派
手
な
和
服
を
解ほ

ど

き
つ
つ

　
　
都
の
花
に
会
え
し
日
し
の
ぶ 

高
橋
　
ヤ
ス
ノ

茜
色
や
や
薄
く
し
て
輝
や
け
る

　
　
残
雪
の
山
に
夕
日
は
入
り
ぬ 

板
場
　
寛

保
育
園
の
孫
と
り
来
た
る
蕗
の
薹

　
　
夕
餉
の
菜
に
盛
り
上
が
り
を
り 

島
田
　
眞
之

個
人

お
早
ヨ
ウ
さ
ん
真
心
込こ

も
る
挨
拶
に

　
　
今
日
も
職
場
は
和
気
の
漲

み
な
ぎ

る 

辰
ノ
口
　
小
野
塚
吉
光

散
歩
す
る
五
月
の
空
に
う
ぐ
い
す
の

　
　
さ
え
ざ
え
と
鳴
く
声
の
美
わ
し 

大
割
野
　
清
水
　
貞
子

岩
す
げ
俳
句
会
（
四
月
）

軍ぐ
ん
ぼ
う帽
の
似に

あ合
ふ
父ち
ち

の
忌き

黄こ
う

砂さ

降ふ

る 

千
年
雄

村む
ら

ぬ
け
る
真ま

っ
赤か

な
ポ
ル
シ
ェ
四し

月が
つ

馬ば

か鹿 

房
良

残ざ
ん
せ
つ雪
の
起き

伏ふ
く

め
ぐ
り
て
墓ぼ

ち地
を
訪と

う 

妙

乙お

と

め女
ら
の
華は
な

や
ぐ
春は
る

着ぎ

ピ
ザ
の
席せ
き 

渡
舟

鳴な

き
や
ま
ぬ
老ろ
う
け
ん犬

春
し
ゅ
ん
ぎ
ょ
う暁

ま
で
抱い
だ

く 

冬
詩
子

墨す
み
あ
お青

き
つ
る
女じ
ょ

の
茶ち
ゃ

掛か

け
雛ひ
な

の
宿や
ど 

し
げ
る

堂ど
う

押お

し
に
向む

か
ふ
少
し
ょ
う

年ね
ん

瞳め

の
澄す

め
り 

芳
司

よ
く
聞き

け
ば
甘あ
ま

え
泣な

き
な
り
日ひ

脚あ
し

伸の

ぶ 

兎
月

信し

な

の濃
よ
り
海う
み

へ
海う
み

へ
と
雪ゆ
き

解げ

水み
づ 

酔
花

ひ
と
し
き
り
雀
す
ず
め

に
ぎ
は
ふ
雪ゆ
き

間ま

か
な 

れ
い
子

ふ
き
の
た
う
の
ぞ
く
や
村む
ら

の
動う
ご

き
出だ

す 

貞

寒か
ん

波ぱ

去さ

り
歩あ
る

け
歩あ
る

け
の
男だ
ん
ぢ
ょ女

増ふ

ゆ 

吉
光

麻ま

ひ痺
の
手て

に
枝し

だ垂
れ
桜
ざ
く
ら

の
触ふ

れ
ゐ
た
り 

信
夫

個
人

リ
ラ
ッ
ク
ス
悩な

や

み
す
ぎ
る
と
鈍に

ぶ

く
な
る 

金
子

条
を
列
記
し
て
い
る
。５
月
10
日
付
の
日

本
農
業
新
聞
一
面
ト
ッ
プ
に
、『
福
井
県

の
JA
越
前
た
け
ふ
は
、
今
年
度
か
ら
食

味
値
が
高
い
米
を
農
家
か
ら
高
値
で
買

い
取
り
、付
加
価
値
を
高
め
て
直
売
す
る

試
み
を
本
格
化
さ
せ
る
。特
別
栽
培
米
の

「
コ
シ
ヒ
カ
リ
」が
食
味
値
85
点
以
上
な

ど
の
基
準
を
ク
リ
ア
す
れ
ば
、県
内
外
の

消
費
者
を
対
象
に
予
約
販
売
を
始
め
た
。

当
地
は「
コ
シ
ヒ
カ
リ
」
発
祥
地
で「
名

前
」と
は
別
の
基
準
を
消
費
者
に
提
案
し
、

勝
負
を
か
け
る
。ま
た
全
国
に
共
通
す
る

「
物
差
」で
消
費
者
の
信
頼
を
勝
ち
取
る
。

JA
が
リ
ス
ク
を
負
っ
て
で
も
売
っ
て
い

く
と
、JA
の
富
田
隆
組
合
長
は
４
月
21
日

に
主
催
し
た
特
別
栽
培
米
の
研
修
会
に

集
っ
た
１
０
０
人
を
超
す
農
家
を
前
に

決
意
を
語
っ
た
』と
報
じ
て
い
る
。

　
米
余
り
の
中
で
も「
魚
沼
産
コ
シ
ヒ

カ
リ
」の
人
気
は
動
か
な
い
が
、「
津
南
産

米
」の
名
声
を
更
に
高
め
る
た
め
に
JA
津

南
町
で
も
22
年
産
米
か
ら「
分
別
・
区
分
」

集
荷
を
計
画
し
て
い
る
と
の
事
で
あ
る
。

　
21
年
産
米
評
価
で
タ
ン
パ
ク
値
5.5
％
、

食
味
値
82
点
で
Ｓ
ラ
ン
ク
格
付
け
さ
れ

た
我
が
家
の
コ
シ
ヒ
カ
リ
に
ど
ん
な
値

が
つ
く
こ
と
か
。

　
津
南
産
米
が
日
本
一
の
ブ
ラ
ン
ド
力

を
持
っ
て
流
通
し
て
い
く
こ
と
を
期
待

し
な
が
ら
、今
季
も
が
ん
ば
り
た
い
。

　
農
業
委
員
　
　
風
巻
道
雄
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毎
年
受
け
よ
う
肺
が
ん
検
診

  （
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査
）

が
ん
の
死
亡
原
因
と
し
て
、胃
が
ん
を
抜
い
て
肺
が
ん
が
１
位
と
な
っ
て
い

ま
す
。肺
が
ん
に
な
る
大
き
な
原
因
と
し
て
喫
煙
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。４
月

か
ら
町
施
設
で
も
全
面
禁
煙
が
取
り
入
れ
ら
れ
ま
し
た
が
、禁
煙
と
あ
わ

せ
て
、毎
年
肺
が
ん
検
診
を
受
け
る
こ
と
で
、肺
が
ん
で
命
を
落
と
さ
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

肺
が
ん
で
亡
く
な
る
人
は
多
い
の
？

　
津
南
町
の
が
ん
に
よ
る
死
亡
で
最

も
多
い
の
は
「
肺
が
ん
」
で
す
。
肺

が
ん
は
全
国
的
に
も
こ
こ
数
十
年
で

死
亡
数
を
増
加
さ
せ
て
い
ま
す
。

　
長
い
間
罹
患
率
、
死
亡
率
と
も
日

本
の
首
位
を
占
め
て
き
た
胃
が
ん
が

減
少
傾
向
に
あ
る
の
に
対
し
、
近
年

急
速
に
増
加
し
て
い
る
の
が
肺
が
ん

で
す
。

　
平
成
５
年
に
は
つ
い
に
男
性
の
肺

が
ん
に
よ
る
死
亡
が
、
胃
が
ん
を
抜

い
て
第
１
位
と
な
り
ま
し
た
。
肺
が

ん
は
従
来
男
性
で
増
加
し
て
い
た
が

ん
で
す
が
、
近
年
は
女
性
に
も
急
増

し
、
男
女
合
わ
せ
た
死
亡
数
で
は
平

成
10
年
に
は
全
体
で
も
１
位
に
な
り

ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
肺
が
ん
は
、
日
本
の

が
ん
に
よ
る
死
亡
数
の
ト
ッ
プ
に

な
っ
て
お
り
身
近
な
病
気
に
な
っ
て

い
ま
す
。

タ
バ
コ
を
吸
っ
て
い
な
く
て
も

　

肺
が
ん
に
な
り
ま
す

　
肺
が
ん
発
生
の
大
き
な
原
因
と
い

わ
れ
て
い
る
の
が「
喫
煙
」
で
す
。
男

性
の
肺
が
ん
の
７
割
近
く
は
喫
煙
に

よ
る
も
の
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
喫

煙
者
は
非
喫
煙
者
に
比
べ
て
肺
が
ん

の
発
生
率
は
4.5
倍
で
す
。
ま
た
身
近

に
喫
煙
者
が
い
て
、
副
流
煙
を
い
つ

も
吸
い
込
ん
で
い
る
か
た
も
注
意
が

必
要
で
す
。
毎
日
20
本
以
上
吸
う
喫

煙
者
の
妻
の
肺
が
ん
死
亡
率
は
非
喫

煙
者
の
妻
の
２
倍
だ
と
も
い
わ
れ
て

い
ま
す
。喫
煙
者
だ
け
で
な
く
、あ
な

た
の
周
囲
の
人
に
も
危
険
を
及
ぼ
し

て
い
ま
す
。

　
喫
煙
者
が
よ
く「
今
さ
ら
た
ば
こ

を
や
め
て
も
仕
方
が
な
い
」
と
言
っ

て
い
る
の
を
耳
に
し
ま
す
が
、
止
め

れ
ば
す
ぐ
に
効
果
が
で
ま
す
。
禁
煙

に
成
功
し
た
か
た
か
ら
は
、「
息
切
れ

が
し
な
く
な
っ
た
」「
食
事
が
お
い
し

く
な
っ
た
」「
た
ん
が
出
な
く
な
っ

た
」と
い
う
声
が
聞
か
れ
ま
す
。そ
し

て
効
果
が
わ
か
り
づ
ら
い
と
こ
ろ
で

す
が
、
一
番
大
事
な
こ
と
は
肺
が
ん

に
な
る
危
険
性
が
下
が
っ
て
い
る
こ

と
で
す
。

こ
ん
な
人
は
要
注
意

・
１
日
20
本
以
上
の
タ
バ
コ
を
20
年

以
上
吸
い
続
け
て
い
る

・
身
近
に
喫
煙
者
が
い
て
、
副
流
煙

を
い
つ
も
吸
い
込
ん
で
い
る

・
大
気
汚
染
が
激
し
い
地
域
に
長
期

間
住
ん
で
い
る

・
有
害
物
質
を
取
り
扱
う
仕
事
に
つ

い
て
い
る

　
こ
れ
ら
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

か
た
は
特
に
注
意
が
必
要
で
す
。

毎
年
肺
が
ん
検
診
を

　

受
け
る
こ
と
が
有
効
!!

　
咳
や
た
ん
、
血
た
ん
な
ど
の
症
状

が
出
て
か
ら
病
院
に
受
診
す
る
よ
り

も
、
症
状
が
な
く
、
が
ん
検
診
を
定

期
的
に
受
け
て
い
る
方
が
早
期
が
ん

で
見
つ
か
る
可
能
性
が
高
く
な
っ
て

い
ま
す
。

　
最
近
で
は
、治
療
技
術
が
進
歩
し
、早

期
の
う
ち
に
発
見
し
て
治
療
す
れ
ば
約

８
割
が
治
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
が
ん
で
命
を
落
と
さ
な
い
た
め
に

は
毎
年
検
診
を
受
け
る
こ
と
が
た
い

せ
つ
で
す
。

順　位 部　位 人　数

第１位 肺がん 48人

第２位 胃がん 42人

第３位 大腸がん 27人

●津南町の悪性新生物の部位別死亡数
（平成 16 年～ 20 年計）

町の肺がん検診が始まります
　６月から肺がん検診が始まります。肺がん検診を申

し込みしていないかたでもお近くの健診会場に直接お

越しいただければすぐに検診を受けることができます。

　また、65歳以上のかたは感染症法（旧結核予防法）に

基づき、結核検診も同時に実施しています。

◎検査料金　300 円　（75 歳以上は無料）



17 広報 平成22年５月号

稲
作
の
豊
穣
を
司
る「
田
の
神
」

　「
山
の
神
」が
、春
先
に
里
に
降
り
て
こ
ら
れ
て

「
田
の
神
」に
な
り
、秋
に
新
穀
を
見
届
け
て
山
に

帰
ら
れ
て「
山
の
神
」に
な
る
信
仰
が
津
南
町
に

あ
っ
た
こ
と
を「
津
南
町
石
造
物
散
歩
」で
お
知
ら

せ
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　『
野
仏
の
里
　
つ
な
ん
』で
１
８
０
０
を
超
え
る

石
仏
が
造
立
さ
れ
て
い
る
中
に「
田
の
神
」と
し
て
、

文
字
塔
で
も
、像
容
の
あ
る
石
塔
と
し
て
も
お
知

ら
せ
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。農
耕
時
代
に
入
っ
て

か
ら
の
長
い
歴
史
の
中
で
、先
祖
の
皆
さ
ん
の
信

仰
の
最
も
基
本
に
な
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
五
穀

豊
穣
を
祈
願
す
る「
田
の
神
」の
信
仰
対
象
物
で

あ
る
石
塔
を
見
る
こ
と
が
な
い
の
は
な
ぜ
な
の
で

し
ょ
う
か
。謎
解
き
を
し
た
い
の
で
す
が
、で
き
る

で
し
ょ
う
か
。皆
さ
ん
の
ご
指
導
を
い
た
だ
き
た

く
私
見
を
述
べ
て
み
ま
す
。

　
古
代
か
ら
の
農
耕
民
は
、さ
ま
ざ
ま
な
事
物
・

現
象
に
神
霊
を
見
出
し
、祭
礼
を
行
っ
て
き
ま
し

た
。そ
の
中
に
水
田
耕
作
の
出
来
・
不
出
来
が
人
々

の
生
活
を
大
き
く
左
右
し
た
で
し
ょ
う
か
ら
、稲

作
の
豊
穣
を
祈
願
す
る
こ
と
が
生
ま
れ
、そ
れ
を

も
た
ら
す
も
の
と
し
て
穀
物
霊
と
し
て
の「
田
の

神
」が
ム
ラ
単
位
で
祀
ら
れ
、祭
り
が
行
わ
れ
た
と

考
え
ら
れ
ま
し
ょ
う
。

　
最
近
ま
で
農
民
社
会
で
行
わ
れ
て
い
た
家
ご

と
で
穀
物
に
宿
る
穀
霊
を
祀
る
こ
と
を「
ニ
ヘ
」の

ま
つ
り
と
い
い
ま
し
た
。そ
の
祀
り
は
、苗
代
田
の

水
口
に
御
幣
を
立
て
竹
で
四
隅
を
囲
い
神
事
の

場
所
を
つ
く
り
そ
の
場
に
座
を
設
け
ま
す
。座
に

は
器
を
並
べ
ご
飯
を
盛
り
、山
の
幸
と
酒
を
配
し

ま
す
。そ
う
し
て
稲
作
の
豊
穣
を
祈
願
し
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
天
皇
家
で
も
穀
霊
を
祀
る

神
事
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。宮
中
で
行
わ
れ
る
新

嘗
の
神
事
は
、天
皇
が
新
穀
を
天
の
神
・
地
の
神
に

す
す
め
て
親
し
く
こ
れ
を
食
す
る
神
事
で
す
。こ

の
神
事
は
、穀
物
・
穀
物
霊
を
直
接
祀
る
こ
と
が
重

要
な
信
仰
行
事
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に「
田
の
神
」ま
つ
り
に
は
穀
物
に
い

つ
く
穀
霊
を
祀
る
も
の
と
、穀
物
の
外
に
あ
っ
て

水
稲
の
育
成
を
見
守
る
神
霊
を
祀
る
も
の
と
に

大
別
さ
れ
ま
す
が
、現
実
に
は
両
者
が
集
合
し
あ

い
、さ
ま
ざ
ま
に
変
容
を
遂
げ
て
最
近
ま
で
祭
祀

行
事
が
行
わ
れ
て
き
た
の
で
し
ょ
う
。

　
津
南
町
で
は「
山
の
神
」「
田
の
神
」は
信
仰
の
基

盤
で
あ
り
な
が
ら
も
、庚
申
信
仰
・
道
祖
神
信
仰
・

水
神
信
仰
・
恵
比
寿
信
仰
・
大
黒
信
仰
な
ど
多
彩

な
作
神
信
仰
に
分
化
さ
れ
、そ
れ
ぞ
れ
の
機
能
を

分
け
あ
っ
た
た
め
、純
粋
な
作
神
と
し
て
の「
田
の

神
」の
信
仰
の
独
自
性
が
失
わ
れ
、つ
い
に
信
仰
対

象
物
と
し
て
の
石
仏
が
造
立
さ
れ
な
か
っ
た
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

三
度た
び

我
が
愛
す
る
ヤ
マ
マ
ユ
ガ
の
登
場
で

す
。
な
じ
ょ
も
ん
の
あ
る
楢な
ら

の
木
の
枝

に
昨
年
の
夏
、
な
じ
ょ
も
ん
で
羽
化
し
た
ヤ
マ

マ
ユ
ガ
が
約
１
０
０
個
の
卵
を
生
み
つ
け
ま
し

た
。
そ
し
て
今
年
の
５
月
７
日
、
そ
の
卵
か
ら

小
さ
な
緑
色
の
幼
虫
が
顔
を
出
し
、這
い
出
て
、

ほ
ん
の
少
し
葉
を
の
ぞ
か
せ
た
ば
か
り
の
コ
ナ

ラ
の
芽
に
よ
じ
登
っ
て
食
べ
始
め
ま
し
た
。
ヤ

マ
マ
ユ
ガ
の
誕
生
で
す
。
孵か
え

る
の
か
ど
う
か
い

ぶ
か
し
か
っ
た
の
で
、
出
て
き
た
と
き
に
は
、

感
動
！
で
し
た
。
こ
れ
か
ら
楢
の
葉
を
食
べ
て

大
き
く
な
り
、
２
カ
月
後
、
緑
色
の
美
し
い
繭ま
ゆ

を
結
び
ま
す
。
ア
リ
や
ハ
チ
、
カ
エ
ル
、
ク
モ

な
ど
の
天
敵
の
目
を
逃
れ
て
作
ら
れ
た
繭
か
ら

紡つ
む

ぎ
出
さ
れ
る
糸
は
薄
緑
が
か
っ
た
ク
リ
ー
ム

色
で
す
。素
晴
ら
し
い
光
沢
と
伸
縮
性
に
富
み
、

家
蚕
糸
の
数
倍
の
保
温
力
、
ふ
ん
わ
り
感
が
あ

り
ま
す
。
着
物
一
着
分
の
布
を
一
反
と
い
い
ま

す
が
、
売
る
時
は
、
６
０
０
万
円
も
の
値
段
が

つ
け
ら
れ
る
そ
う
で
す
。
宝
石
の
よ
う
な
値
段

で
す
が
、
こ
の
「
光
を
紡
ぐ
虫
」
と
い
わ
れ
る

ヤ
マ
マ
ユ
ガ
を
７
月
上
旬
、
繭
に
な
る
ま
で
な

じ
ょ
も
ん
館
裏
手
の
林
際
で
、
網
で
囲
っ
て
飼

育
し
て
い
ま
す
。
４
回
の
脱
皮
の
前
ご
と
に
眠

に
入
る
の
で
す
が
、
枝
に
し
っ
か
り
つ
か
ま
っ

た
ま
ま
コ
ッ
ク
リ
コ
ッ
ク
リ
す
る
姿
な
ど
、
と

て
も
か
わ
い
い
も
の
で
す
。
皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
、

こ
の
か
わ
い
い
虫
を
見
に
来
て
く
だ
さ
い
。
自

然
の
中
で
は
、
カ
シ
ノ
ナ
ガ
キ
ク
イ
ム
シ
の
被

害
で
多
く
の
コ
ナ
ラ
、
ミ
ズ
ナ
ラ
が
枯
れ
、
津

南
で
は
昨
年
は
ほ
と
ん
ど
見
当
た
り
ま
せ
ん
で

し
た
。

津
南
町
自
然
に
親
し
む
会
　
内
山
　
緑

山の神（津南町	大場）

コックリ
コックリ…。

ドッコイショ　ドッコイショ
モゴモゴ　コンニチワ。

津南の自然 その335
（2010.5）

ヤママユガの孵
ふ か

化

津
南
石
造
物
散
歩

つ
ま
り
石
仏
の
会

文
責 

桑
原
和
位

156
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障
害
基
礎
年
金
は
、
病
気
や
け
が
で
医
療

機
関
を
受
診
し
、
そ
の
後
、
そ
の
病
気
な

ど
が
原
因
で
一
定
の
障
害
状
態
に
な
っ
た
と
き

に
、
請
求
手
続
き
を
す
る
こ
と
で
支
給
さ
れ
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
た
だ
し
、
障
害
の
原
因
と
な
っ
た
病
気
な
ど

で
最
初
に
医
療
機
関
に
か
か
っ
た
日（
以
下
、初

診
日
。）
に
お
い
て
、
次
の
条
件
を
満
た
し
て
い

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

①
初
診
日
に
国
民
年
金
に
加
入
中
で
あ
る
こ
と
。

た
だ
し
、60
歳
以
上
65
歳
未
満
で
日
本
に
住
ん

で
い
る
間
に
初
診
日
が
あ
れ
ば
、加
入
を
や
め

た
後
の
病
気
な
ど
に
よ
る
も
の
で
も
対
象
に

な
る
場
合
や
、初
診
日
の
年
齢
が
20
歳
未
満
で

も
対
象
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

②
初
診
日
の
あ
る
月
の
前
々
月
ま
で
に
国
民
年

金
の
未
納
期
間
が
３
分
の
１
以
上
な
い
こ

と
。た
だ
し
、こ
の
条
件
を
満
た
せ
な
く
て
も

特
例
に
よ
り
、
平
成
28
年
３
月
ま
で
に
65
歳

未
満
で
初
診
日
が
あ
る
場
合
、
初
診
日
の
あ

る
月
の
前
々
月
ま
で
の
１
年
間
す
べ
て
の
期

間
が「
保
険
料
を
納
め
た
期
間
」
ま
た
は「
保

険
料
を
免
除
さ
れ
た
期
間
」
で
あ
れ
ば
よ
い

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。（
前
記
②
の
い
ず
れ

の
場
合
も
初
診
日
の
前
日
に
お
い
て
、
こ
れ

ら
の
条
件
を
満
た
し
て
い
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。）

　
な
お
、
障
害
基
礎
年
金
に
は
、
１
級
と
２
級

が
あ
り
、
年
金
額（
年
額
）
は
１
級
が
９
９
０,

１
０
０
円
、
２
級
が
７
９
２,

１
０
０
円
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
障
害
基
礎
年
金
を
受
け
る
か
た
に
子

（
生
計
を
維
持
さ
れ
て
い
る
18
歳
到
達
年
度
の

末
日
ま
で
の
年
齢
に
あ
る
子
。た
だ
し
、障
害
が

あ
る
場
合
は
、
20
歳
未
満
の
子
。）
が
い
る
場
合

は
、「
子
の
加
算
額
」が
あ
り
、そ
の
額
は
２
人
目

ま
で
各
２
２
７,

９
０
０
円
、
３
人
目
以
降
は

各
７
５,
９
０
０
円
と
な
り
ま
す
。

　
障
害
年
金
の
条
件
を
満
た
し
て
い
る
か
ど
う

か
は
、
個
人
で
判
断
す
る
こ
と
が
難
し
い
も
の

で
す
。

　
詳
細
に
つ
い
て
は
、
お
住
ま
い
の
市
町
村
や

年
金
事
務
所
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
】

■
六
日
町
年
金
事
務
所

　
℡
０
２
５
‐
７
１
６
‐
０
８
０
２

■
津
南
町
役
場
税
務
町
民
課

　
℡
０
２
５
‐
７
６
５
‐
３
１
１
３

昔は長編小説が好きで、夜眠る前に読み進むのが楽しみ

な習慣でした。しかし今は２行読むともう夢の中、一向に読

み進まず。おもしろそうだと思って購入した本のストック

が何冊も…出番はいつ来るのやら。

そんな私が一心不乱に読んだのがこのマンガです。

この本は『毎日新聞』掲載、「毎日かあさん」に書き下ろし

を加えたマンガの単行本です。作者自身の２人の子育てと

復縁した夫との生活を中心に、日常の何気ない風景を独特

の笑いで描いています。書き下ろし以外は１ページ１話完

結の構成です。

私がこの本を知ったのはテレビ番組。内容はアルコール依存

症についての正しい知識を紹介するものでした。戦場カメラマ

ンである作者の夫がこの病にかかり、壮絶な家庭生活を経験し

ます。その体験からアルコール依存症は精神の病であり、完治

するためには一般の病気と同様に正しい知識と治療が必要、本

人の意志の弱さや人間性が欠けているからではない、というこ

とをインタビュー形式で語っていました。病が原因で一度離婚

しましたが、完治により復縁したので「出戻り編」というタイト

ルがついています。しかし、病を克服し家族４人の平和な生活

もつかの間、夫はすい臓ガンを患い帰らぬ人となってしまいま

した。書き下ろしは、再びいっしょに暮らすようになった夫と２

人の子どもとの平和な生活から別れまでが描かれています。

この様に書くと、暗くて重い内容と思われそうですが、暗

さは全くありません。反対に思わず笑ってしまうエピソー

ド満載です。絵がいわゆる「ヘタウマ」っていうかヘタ？あ

えてきれいに上手に描こうとしていない気がします。この

内容にはこのタッチでなければ！とさえ思います。何気な

い日常を切り取ったエピソードは、子育てを経験したかた

には共感できる面が多いのでは。また、夫との最後の別れの

場面ではさらりと事実だけを描いているところがより現実

味があり、これで涙しないかたはいないでしょう。

家族との生活にお疲れ気味（？）のかたには特におすすめ

の本です。

　次は、山田貴子さんをご紹介します。

著　者　名／西原理恵子

出版社名／毎日新聞社

江
え

口
ぐち

　真
ま な み

奈美さん	（上段）

毎日かあさん4 出戻り編

本 と わ た し
紹介する本

−内山　義幸さんから

Pen Relay

国
民
年
金
に
は
障
害
へ
の

保
障
が
あ
り
ま
す
。
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　　　イラストGallery

なんでも掲示板
サークル員募集や催し物の
案内等に利用してください
申込先765-3112 内線225

ハガキの書き方

裏 表

答え

住所
氏名・年齢
TEL

津
南
町
大
割
野

　
　津
南
町
役
場

　総
務
課

　
　
　総
務
班
行

切
手
9  4  9　  8  2 9 2－

ハリスさん さきねこさん

問題１　今年の成人式の対象者は135人ですが、式典に

出席したかたは何名だったでしょうか。

 ①100人

 ②109人

 ③110人

問題２　津南のがん（悪性新生物）による死亡で一番多

い部位はどこでしょう。

 ①胃がん

 ②大腸がん

 ③肺がん

■締切　平成22年６月10日㈭　当日消印有効

■発表　先月号の答えは②です。

正解者から抽選で２人のかたに図書カードをお送り

します。

　○内山萌香さん

　○清水洋子さん

※なんでもハガキでの応募はご遠慮ください。

青葉古流・青葉流　新潟支部

い け ば な 展
　私たち「青葉古流・青葉流新潟支部」は今年創立55

周年を迎えることができました。

　長きにわたる地域の皆様の温かいご支援とご協力

に感謝の意を込めて、ささやかではありますが、記念

の花展を開催いたします。

　お忙しい時期とは思いますが、皆様からご覧いた

だければ幸いです。

◆会期

５月29日㈯午前10時〜午後６時

５月30日㈰午前　9時〜午後５時

◆会場

　津南ふれあいセンター

　（津南町大割野）

◆主催

　青葉古流・青葉流　

　新潟支部

◆お問い合わせ先

　支部長　中沢一鳳

　（℡765-2250）

英会話サークル

Ｔ
ス リ ー

ＨＲＥＥ Ｂ
ブ リ ッ ジ ズ

ＲＩＤＧＥＳ
メンバー募集

　「英語が話せたらなあ〜」と思っているあなた。

いっしょに英会話を学んでみませんか？

　英語が話せると世界がぐーんと広がりますよ。

役に立つ生きた英語を毎回楽しくボブ先生が教えて

くれます。

　いつでも見学ＯＫ！高校生大歓迎です。

◆日時　毎週木曜日　午後8時〜9時30分

◆会場　町文化センター

◆会費　月3,000円

◆対象　高校生以上

◆講師　ボブ先生（栄村教育委員会）

◆お問い合わせ先

　小林美鈴（℡765-2230）

　関谷初美（℡765-4595）
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戸 籍 の 窓

中沢　華
か の

望（越手） 淳さん

 名緒さん

阿部　慈
じ

永
えい

（羽倉） 正樹さん

 千里さん

山田耕
こう

太
た

郎
ろう

（正面） 禎さん

 佳代子さん

福原　キヨさん	 （98歳・大場）

内山　謙二さん	 （95歳・岡）

村山�朝次郎さん	（92歳・下加用）

藤木　昭一さん	 （62歳・米原）

𠮷野　正夫さん	 （89歳・逆巻）

清水　一榮さん	 （94歳･田中）

山本　キクさん	 （94歳・下日出山）

内山　ヒヨさん	 （89歳・大割野）

桑原マツイさん	 （99歳・恵福園）

藤ノ木久男さん	 （76歳・秋成）

涌井　正喜さん	 （97歳・大割野）

涌井　武男さん	 （79歳・相吉）

津端マサミさん	 （68歳・外丸）

志賀　ハマさん	 （107歳・船山）

池田　智彦さん（小島）

里見　綾子さん（十日町市）

髙野　　学さん（上野）

石澤　裕海さん（駒返り）

｝

｝

■人口11,145（−9）　男5,443（−8）　女5,702（−1）

■世帯数3,678（13）　■転入30　■転出28　■出生4　■死亡15　■婚姻55月1 日現在（　）内は前月比

　
皆
さ
ん
大
型
連
休
は
楽
し
め
ま
し
た
か
。

は
池
越
え
と
成
人
式
で
連
日
グ
リ
ー
ン
ピ

ア
に
行
き
、た
く
さ
ん
の
連
休
を
楽
し
む
家
族

連
れ
を
見
て
、連
休
気
分
を
も
ら
い
ま
し
た
。

　
５
月
の
特
集
は
成
人
式
と
決
め
て
い
た

は
成
人
式
と
桜
の
開
花
が
合
え
ば
い
い
な
〜

と
思
っ
て
１
週
間
前
か
ら
ド
キ
ド
キ
し
て
い

ま
し
た
。
式
当
日
は
、
満
開
で
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
な
ん
と
か
桜
が
咲
き
、
な
に
よ
り

快
晴
の
下
で
新
成
人
を
写
真
に
収
め
る
こ
と

が
で
き
、

も
う
れ
し
く
な
り
ま
し
た
。

　
さ
て
広
報
つ
な
ん
の
成
人
式
特
集
と
い
え

ば
参
加
者
の
顔
写
真
掲
載
で
す
が
、
調
べ
て

み
た
ら
昭
和
62
年
に
始
ま
っ
た
企
画
な
ん
で

す
ね
。
今
年
の
新
成
人
よ
り
年
上
で
ビ
ッ
ク

リ
し
ま
し
た
。
実
は
こ
の
企
画
、
短
い
受
付
時

間
で
、
一
人
も
漏
ら
さ
ず
全
員
写
真
に
収
め

な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
で
、大
変
な
ん
で
す
。

　
な
ん
と
か
今
回
の
成
人
式
も
全
員
揃
っ
て

い
て
一
安
心
。感
謝
感
謝
。 

○津南學講座-春季-開催決定！
・6月19日㈯13:30〜15:00

　「植物から見た津南」　中沢英正(自然に親しむ会)

・6月26日㈯13:30〜15:00

　｢津南町の石仏との語らい｣　桑原和位（つまり石仏の会)

いずれの講座も受講料無料です。ぜひ足をお運びください。

○天然記念物 カモシカについて
　雪が解けて、暖かくなり、カモ

シカの目撃情報が多くなる時期に

なりました。

　カモシカは、天然記念物に指定

されていますので、飼ったり、捕

まえたりしてはいけません。

　出会ってしまったら、山に帰っ

ていくよう見守りましょう。

　もし、死亡しているのを見つけた場合には、天然記念物であるカモシカには、

法律上、報告手続きを取る必要がありますので、死体をできる限り動かすことな

く、速やかに教育委員会文化財班 ( ℡ 765-5511) に連絡してください。

　最近、放鳥された朱
と き

鷺も天然記念物です。あわせてご注意ください。

津南町の人口

予約受付中 !
当日受付も可

※ただし定員になり
　次第締切ります6月 【なじょもん☎765-5511】

日　時 プログラム 内　容 金額

6日㈰ AM そば打ち
なじょもん産そば粉で名人の業を習おう。打ちたておそ
ばは、とびきりおいしい！

800

19日㈯ PM 桑の実のジャム作り
桑の実を摘んで、おいしいジャムを煮てみよう！（天候・
気候により収穫できず実施できないこともあります）

800

20日㈰ AM 雑穀うるぬき　　野外
春に種まきした雑穀畑はどうなったかな？育ちやすいよ
うに間引きをしよう。

300

25日㈮ 19:30〜 ホタル観察会　　野外
陸に上った幼虫が、さなぎから成虫になって飛び立つ季
節。はかない一時期の光の祭典を見にいこう。

300

26日㈯

10:00

〜

14:00

梅雨のブナ林観察会　野外

県内2つの森林セラピーロードの1つ「津南樽田のブナ
林」。緑の最も美しい梅雨のブナ林を散策してみよう！※
セラピーお弁当(1000円)のご注文は、6/18まで。 (バス
使用）

500

27日㈰ PM おばあちゃんのおやつ　おやき
あんぼは、米の粉。おやきは、小麦粉。今日は、おやきを
作ってみよう。

800

※友の会の皆さんは半額です。

6月20日㈰
町長選挙！
期日前投票は16日～19日
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この紙は
再生紙を
使っています

表
紙
の
写
真
　
雪
国
津
南
に
桜
が
咲
く
５
月
３

日
。１
０
９
名
が
参
加
し
町
の
成
人
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。写
真
は
、成
人
式
を
盛
り
上
げ
た
成
人
式

実
行
委
員
の
皆
さ
ん
。（
関
連
記
事
：
特
集
成
人
式
）


